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ジペプチドは2つのアミノ酸がペプチド結合した化合物で様々なジペプチドは2つのアミノ酸がペプチド結合した化合物で様々な
用途が期待されているが、経済的な工業製法が確立されてい
ないことから製品開発の大きな妨げとなっていた。弊社はアミノ
酸発酵をベースとした微生物による新規なジペプチド直接発酵
法を開発した その製法について概説するとともに ジペプチド法を開発した。その製法について概説するとともに、ジペプチド
の発酵生産の一例として、アラニルグルタミン(AlaGln)とその用
途（輸液、培地、健康食品）について紹介する。
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